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研究の概要

 風力発電，太陽光発電など自然エネルギーを利用した発電システムは，電気をたくさん発電する時もあれば，全く発

電出来ない時もあるため，毎日の安定した電気の供給に適していない。水の安定供給のために，「ダム」や「ため池」が

発展したように，電気も大規模に蓄えることが出来る電気の池＝「電池」の研究・開発が急ピッチで進められている。図

１に示した

の大規模電力貯蔵用として期待されて

拡散でき，この拡散能力は固体でありな

がら塩の水溶液に匹敵する。

このように，イオンが高速に拡散する物

質群を超イオン導電体と呼ぶ。

 ここでは，イオンの高速に拡散する振

る舞いや原因を研究している。
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相関の広がりが大きいことを意味し，イオンの集団運動の寄与を見いだすことにつながった発見である。
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 一般的に，固体内の原子は近傍の原子と互いに結合し，安定位置にて微小振行っている。

βアルミナでは，時間とともに赤い１価の金属原子が隣の空隙に移動する。（右図参照）

レーザー光を使うと，原子どおしの結合力や，安定位置に存在する寿命時間を測定す

ることができる。これらの結果からイオンが独立に動いているのか，それとも集団で動い

ているのか解明した。
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大規模に電気を貯蔵するための革新的な電池開発につながる基礎研究である。
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